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Contribution　 of　divergent　 thinking　 to　community　 functioning　 in　schizophrenia

　　　　　　　　 (統合 失調症 にお け る発散 的 思考 の コ ミュニテ ィー機 能 へ の関 与)

内容の要旨

根　本

　統合 失調症患者 は広 範囲な領域にわた る認知 機能 の随害 を呈 し、

それ らは社 会機能 レベル と関連する とされ 、中でも流暢 性 とコ ミュ

ニ ディー機能(日 常 生活、対 人関係.作 業な どにお ける 自立 度)と

の 関連 が指檎 され てきた。先行研 究 にお いて我々は.統 合失鯛 症に

お ける流暢性 の障 害を発散的思考の障害 と とらえ、そ の障害が 統合

失調症 患者 において特 徴的で ある ことを明 らか に した。 当研究 の 目

的 は統 合失調症 における発 散的思考の障害 とコ ミュニテ ィー機 能 と

の関連 を検証す ることであ る。

　対 象はICD・10に よ り統合失調症 と診 断された外来 患者 群(統 合失

調症群)40例(男30名 、女10名 、平 均年 齢30.2歳)と 、健 常群32例

(男25名 、女7名 、平均年齢29.8歳)で あ る。全 対 象に対 し研 究内

容 を説 明し文書 による同意 を得た。

　 発散 的思考 を評価す るために、3種 の流暢 性検 査(1dea　 Hllency

Test,　Design　Kuency　Test、　Wcrd　Muency　Test)を 施 行 し、そ の他の

認知機能 検査 として、Wisconsin　cmd　 Sorting　Test、　Modif7ied　Stroop

Test、　Letter　Cancellation　Test、　Digit　Span、　Rey　 Auditory　 Verbal

㎞ng　 Test、　Mini。Mental　State　Exarninationを施 行 した 。コ ミュニ

テ ィ ー 機 能 は、G!obal　 Assessme皿t　of　FunctiOi血9(GAF)、 　U50

Assessment　Scale　for　the　Mcntally皿(LASMI)、 　Social　Functioning

Scale(SFS)に よ り.精 神症状はPesitive　and　Negative　Syndrome　Scale

(PANSS)に よ り評価 した。

　 結果は統合 失調症群では3租 の流暢性検 査の成績 が鍵常群 に 比べ

有意に低下 して いた。 これは先行研 究の結果 と一致 して お り、統合

失 調症 にお ける発 散 的思考 の障害 が確 認 され た。MOdified　StrOOp

Test・Letter　Cance皿atio皿Test・Rey　A皿ditory　Vetba!　Learning　Testの成

績 も統合 失調症群で有意 に低 かった。発 散的思考 とコ ミュニテ ィー

機能の関連 を検討す るために.流 暢性検査 を含む 各租認 知機能検査

成 績 お よ び人 ロ統 計 学 的 ・臨床 的 デー タ を独 立 変 数 、コ ミ ュ ニ

テ ィー機 能の評価値 を従属変 数とす る重回帰分析 を施行 した。結果

は発散的思考 の障害が統合失調症 における コミュニ テ ィー機能 の障

害 に極め て密接 に関与 していた。特 に、流 暢性検査 にお ける雷語性

課題の成績低 下が 日常 生活 の障害と、非君 語性課題 の成績 低下が対

人関係の障害 と関係が深か った。

　 以上の結果 は統合失調症患者 のコミュニテ ィー機 能 を改善す るた

めに発散 的思 考の能力 を標的 とした 認知機 能 リハ ビリテ ー ションの

重要性と可能性 を示唆す るものである と考 え られた。

隆　洋

論文審査の要旨

　本研究 は、流幅性検 査 の成績 の質 的評価 を通 じて、発散 的思考 能

力の障害 が統合 失調症 に特徴 的で ある ことを明 らか にした 上で、統

合失調症 におけ る発散 的思考 の障害 とコ ミュニテ ィー機能 との関連

を検討 した もので ある。統合 失調症 外来患者(統 合失調症 群)40例

と健常群32例 に、3種 の流暢性検 査 、お よび前頭葉機 能検査 であ る

WiSconsin　Card　Sordng　Tcst,　ModMed　 Stroop　Test、 全般的な麗知機 能

指 標 で あ るMini-Mental　 State　Examination(rVfMsE)な ど を施 行 し

た。統合 失燗症 群 の コ ミュニ テ ィー 機能 は,GAF、 　LASMI、 　SFS、

精神症状 はPANSSに よ り評価 した。 健常群に比 して統 合失鯛 症群 に

お いて、流 働性検査 におけ る質の高 い反応の有意 な低下、す なわ ち

発散 的思 考能 力の障 害が示 され た一方 で、MMSEな どでは有 意な 差

を認 めな か った 。重 回帰分析 による発敬 的思考 のコミュニ テ ィー 機

能へ の関 与の検 討で は,発 散 的思考 能力の陣害が統 合失調症 にお け

るコミュニテ ィー機 能の陳害 の丞要 な決定因子 である ことが 明 らか

とな り、特 に言語 性課題 の成績 低下 が 日常生活 の障害 と、非 君距性

課題の低下が対 人関係の障害 と関連 していた。

　審査 では まず 、統 合 失調症群 の重症度や 知的 レベル につ いて問 わ

れ、 コミュニテ ィー機 能を問題 にす るため外来通 院中 の比較的若 年

の軽症 が対象 とな ってお り、MMSEの 成績 か ら知 的に も保 たれた群

で ある と回答 された 。方法 に関 して 、発散的思考 の評価 にお ける回

答 の出現 順序や 制限 時間の影 響 を問われ、経 時的な評価 も行 いそ れ

らの影 響のな い ことが確認 されて い ると回答 され た。統 計学 的解 析

方法 で、重回帰分 析 におけ る発散的 思考の各 反応の変 数独立性 につ

いて 問われ 、先 行研 究で確 昭 され て いると回答 された。 また、統 計

手法 につ いて の助言 がな され た。薬 物療法 の影 響 につ いては、薬原

性錐体外 路症状 評価 尺度 を用 いて影 響のな い ことを確 認 した と回答

され た。 発散的 思考 と コミュニテ ィー機能 の関連 につい て、統 合失

調症 に特 異 的で あるか岡わ れ、他疾 患にお いては一定 の見解 はな い

と回答 され た。 また 両者の関 連 に及 ぼす他の 要因や 前頭葉以 外の影

響につ いて 問われ、広 範な機 能で ある コミュニテ ィー 機能 の行動面

を主に扱 ったため 前頭葉機 能 に着 目した が.今 後 は他 の脳機 能評価

も行 いた いと回答 された。 また統合 失詞症 と前頭葉損 傷 にお ける発

散的思考 の相違 につ い て質 問が あ り、質的な 差異が 認め られ る と回

答 された。なお 本知 見 に基 づ いて 、認知 リハ ビリテー ショ ンへの応

用 を検討 している と回答 された。

　 以上、本研究 は今 後検討 され るべ き課題 を残 してい るものの.統

合失調症の発倣 的思 考 の陣 害が コミ ュニ ティー機 能の璽 要な決定 因

子 であ ることを明 らか に し、今後 の リハ ビ リテー シ ョン手 法の発展

に有益な示唆 を与え る点 で、臨床的 に価値 ある研究 と評価 された。

　論文審査担 当者　主査　 精神神経科学　鹿島　晴雄

　　　　 　　内科学　鈴 木　則宏　衛生学公衆衛 生学　大前　和幸

　衛 生学公 衆衛生学　武 林　　亭

　学 力確 認担 当者1池 田　 康夫

　　　審査委 員長=鈴 木　 則宏

　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 試問 日:平 成19年7月25日

一15一


